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柏 市 長  太 田  和 美  様  

 

 「 柏 市 清 掃 工 場 基 幹 的 設 備 改 良 工 事 及 び 運 営 事 業 」（以 下「 本

事 業 」と い う 。） の 事 業 者 選 定 に 際 し て 柏 市 が 設 置 し た 柏 市 清

掃 施 設 総 合 評 価 一 般 競 争 入 札 方 式 選 定 委 員 会 は ， 本 事 業 に 関

し て 公 表 し た 入 札 説 明 書 に お け る 落 札 者 決 定 基 準 に 基 づ き ，

入 札 参 加 者 よ り 提 出 さ れ た 提 案 書 類 に つ い て 厳 正 か つ 公 正 な

審 査 を 行 い ，最 優 秀 提 案 者 を 選 定 し た の で ，次 の と お り 報 告 す

る 。  

 

令 和 ５ 年 ９ 月 ７ 日  

 

柏 市 清 掃 施 設 総 合 評 価 一 般 競 争 入 札 方 式 選 定 委 員 会  
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選 定 委 員 会 の 体 制  

 柏 市 清 掃 施 設 総 合 評 価 一 般 競 争 入 札 方 式 選 定 委 員 会 （ 以

下「 選 定 委 員 会 」と い う 。）は ，以 下 の 委 員 か ら 構 成 さ れ た 。  

 

（ ◎ ： 委 員 長 ， 〇 ： 副 委 員 長 ）  

  荒 井  喜 久 雄  （ 公 社 ）全 国 都 市 清 掃 会 議  技 術 指 導 部 長  

  小 林  潤    工 学 院 大 学  工 学 部 機 械 工 学 科  教 授  

 ◎ 奥 田  謁 夫   柏 市  副 市 長  

  小 島  利 夫   柏 市  企 画 部 長  

  中 山  浩 二   柏 市  財 政 部 長  

 〇 後 藤  義 明   柏 市  環 境 部 長  

選 定 委 員 会 の 開 催 経 緯  

  選 定 委 員 会 は 以 下 の と お り 開 催 し た 。  

 ( 1 )  第 １ 回 選 定 委 員 会  令 和 ５ 年 ４ 月 １ ２ 日 （ 水 ）  

   実 施 事 項 ： 落 札 者 決 定 基 準 の 審 議  

 ( 2 )  第 ２ 回 選 定 委 員 会  令 和 ５ 年 ８ 月 ２ ３ 日 （ 水 ）  

   実 施 事 項 ： 最 終 審 査 対 象 者 に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ，

最 優 秀 提 案 者 の 選 定  

審 査 の 流 れ  

入 札 公 告（ 入 札 説 明 書 等 の 公 表 ）か ら 契 約 締 結 に 至 る ま で

の 流 れ は ， 図 １ の と お り で あ る 。  
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図 １  契 約 締 結 ま で の 流 れ  

  

  

満 足 し な い 場 合  

資 格 要 件 不 備  

入 札 説 明 書 等 に 対 す る 質 疑  

資 格 審 査  

本 審 査  

＜ 入 札 説 明 書 等 の 公 表 ＞  
入 札 説 明 書 ・ 要 求 水 準 書 等 の 公 表  

＜ 資 格 審 査 申 請 書 類 の 受 付 ＞  

＜ 参 加 資 格 要 件 の 確 認 ＞  
応 札 者 の 参 加 資 格 要 件 の 確 認  

＜ 資 格 審 査 結 果 の 通 知 ＞  

＜ 入 札 書 類 の 受 付 ＞  

＜ 基 礎 審 査 ＞  
・ 入 札 価 格 が 予 定 価 格 の 範 囲 内 で あ る か  
・ 技 術 提 案 書 が 柏 市 の 要 求 す る 水 準 を  

満 足 す る 内 容 と 判 断 で き る か  等  

＜ 非 価 格 要 素 審 査 ＞  
「 落 札 者 決 定 基 準 」 に 基 づ き  

非 価 格 要 素 点 算 定  
 

＜ 価 格 審 査 ＞  
「 落 札 者 決 定 基 準 」 に 基 づ き  

価 格 点 算 定  
 

＜ 総 合 評 価 ＞  
非 価 格 要 素 点 と 価 格 点 の 合 計 に よ り 評 価  

＜ 落 札 者 決 定 ＞  

＜ 基 本 協 定 の 締 結 ＞  

＜ 特 定 事 業 契 約 の 締 結 ＞  

失 格  

失 格  

＜ 最 優 秀 提 案 者 の 選 定 ＞  
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落 札 者 決 定 基 準  

 ( 1 )  総 合 評 価 の 方 法  

最 終 審 査 対 象 者 に つ い て ，「価 格 点 」と「 非 価 格 要 素 点 」

の 合 計 に よ っ て「 総 合 評 価 点 」を 算 出 し ，総 合 評 価 点 が 最

も 高 い 者 を ， 落 札 者 と し た 。  

総 合 評 価 点  ＝  価 格 点  ＋  非 価 格 要 素 点  

総 合 評 価 点 は １ ０ ０ 点 を 満 点 と す る 。  

価 格 点 と 非 価 格 要 素 点 の 比 率 は ， ５ ０ ： ５ ０ と す る 。  

 ( 2 )  価 格 点 の 算 出 方 法  

各 最 終 審 査 対 象 者 の 入 札 価 格 に つ い て ， 以 下 の 算 式 に

基 づ い て 価 格 点 を 算 出 し た 。  

点 数 は ， 小 数 点 以 下 第 ２ 位 を 四 捨 五 入 し た 値 と す る 。  

（ 価 格 点 ） ＝  （ 最 低 入 札 価 格 /入 札 価 格 ）× ５ ０  （ 点 ） 

 

 ( 3 )  非 価 格 要 素 点 の 算 出 方 法  

  ア  評 価 項 目 と 配 点  

 非 価 格 要 素 の 評 価 項 目 及 び 配 点 は 以 下 の と お り と し

た 。  

 

表 １  非 価 格 要 素 の 評 価 項 目 及 び 配 点  

評 価 項 目  
評 価 の ポ イ ン ト  配 点  

大 項 目  中 項 目  

１ ．共 通  

( 1 ) 業 務 実

績  

・  本 施 設 と 同 種 ・ 類 似 施 設 で

の 工 事 ・ 運 営 実 績 等 が 複 数

提 示 さ れ て い る か 。  

２  

１ ０  

( 2 ) リ ス ク

管 理  

・  実 績 に 基 づ き 本 事 業 で 生 じ

う る 以 下 の 例 に 示 す よ う な

多 様 な リ ス ク を 抽 出 し ， そ

れ に 対 す る 独 自 の 対 応 策 ，

各 種 保 険 の 活 用 ， バ ッ ク ア

ッ プ 体 制 等 に つ い て ， 具 体

的 な リ ス ク 管 理 へ の 提 案 が

な さ れ て い る か 。  

【 リ ス ク の 例 】  

①  環 境 基 準 の 未 達（ 例：公 害

６  
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防 止 基 準 の 超 過 等 ）  

②  設 備 の 損 傷（ 例 ：ボ イ ラ ー

水 管 の 破 損 等 ）  

③  事 故 の 発 生（ 例 ：作 業 員 の

転 落 ， 来 訪 者 の け が 等 ）  

④  自 然 災 害 に よ る 被 害 （ 例 ：

集 中 豪 雨 に よ る 浸 水 被 害

等 ）  

⑤  調 達 環 境 の 変 化（ 例：調 達

期 間 の 長 期 化 ，急 激 な 価 格

変 動 等 ）  

⑥  特 別 目 的 会 社 の 経 営 悪 化

（ 例：特 別 目 的 会 社 の 財 務

悪 化 ，人 材 確 保 難 ，構 成 企

業 の 経 営 破 綻 ，市 と の 連 携

不 足 等 ）  

⑦  ご み 量・ご み 質 の 変 動（ 例：

通 常 時 の ご み 質 変 動 及 び

プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 促

進 法 に よ る 変 動 へ の 対 応

等 ）  

( 3 ) 地 域 貢

献  

・  本 事 業 で の 地 元 企 業 の 活

用 ， 地 元 雇 用 の 促 進 及 び 本

事 業 を 通 じ た 地 域 へ の 貢 献

等 に つ い て ， 具 体 的 な 提 案

が な さ れ て い る か 。  

２  

２ ．基 幹

的 設 備

改 良 工

事  

( 1 ) 安 定 処

理 継 続  

・  基 幹 的 設 備 改 良 工 事 を 確 実

に 履 行 で き る 実 施 体 制 が 提

示 さ れ て い る か 。ま た ，本 施

設 の 可 燃 ご み 及 び 不 燃 ご み

の 安 定 処 理 に 影 響 を 及 ぼ す

恐 れ が あ る 工 事 項 目 を 複 数

提 示 し ， 受 入 が 困 難 と な る

ご み 量 が 最 小 と な る 施 工 計

画 ，工 程 計 画 に つ い て ，具 体

的 な 提 案 が な さ れ て い る

か 。  

６  

２ ０  

( 2 ) 工 程 計

画  

・  本 施 設 に お い て ， 発 生 が 懸

念 さ れ る 工 事 工 程 上 の 問 題

点 を 複 数 提 示 し ， そ れ ら の

対 応 策 及 び 工 程 遅 延 の 解 消

方 法 に つ い て ， 具 体 的 な 提

案 が な さ れ て い る か 。  

２  
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( 3 ) 脱 炭 素

化 と 施 設

性 能  

・  循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金

等 の 活 用 に 配 慮 し ，Ⅽ О ２ の

削 減 に 寄 与 す る 機 器 選 定 へ

の 具 体 的 な 工 夫 ， 及 び 本 施

設 に お け る Ⅽ О ２ 削 減 に 寄

与 す る 更 な る 提 案 が な さ れ

て い る か 。  

６  

( 4 ) 利 用 者

へ の 配 慮  

・  工 事 期 間 中 に 本 施 設 利 用 者

（ ご み 搬 入 者 等 ） に 影 響 を

及 ぼ す 恐 れ が あ る 問 題 点 を

複 数 提 示 し ， そ れ ら の 影 響

を 最 小 と す る た め の 導 線 計

画 ，安 全 対 策 等 に つ い て ，具

体 的 な 提 案 が な さ れ て い る

か 。  

２  

( 5 ) 先 進 的

設 備 導 入  

・  本 施 設 に 導 入 を 検 討 し て い

る 先 進 的 設 備 を 複 数 提 示

し ， そ れ ら に よ る ご み 処 理

性 能 向 上 ， 維 持 管 理 の 容 易

化 へ の 効 果 に つ い て ， 具 体

的 な 提 案 が な さ れ て い る

か 。  

２  

( 6 ) 近 隣 配

慮  

・  工 事 計 画 に 係 る 地 域 住 民 へ

の 説 明 と 要 望 対 応 に つ い

て ， 具 体 的 な 提 案 が な さ れ

て い る か 。  

 

２  

３ ．  

運 転・維

持 管 理  

( 1 ) 安 定 処

理 継 続  

・  運 転 ・ 維 持 管 理 を 確 実 に 履

行 で き る 実 施 体 制 が 提 示 さ

れ て い る か 。ま た ，工 事 期 間

中 に お け る 統 括 マ ネ ジ メ ン

ト の 実 施 方 法 ， 及 び 本 施 設

で の 可 燃 ご み 及 び 不 燃 ご み

の 受 入 が 困 難 と な る ご み 量

が 最 小 と な る 運 転 管 理 （ 操

炉 計 画 等 ） で の 工 夫 に つ い

て ， 工 事 期 間 中 の 月 ご と の

受 入 可 能 量 等 を 提 示 の 上 で

具 体 的 な 提 案 が な さ れ て い

る か 。  

６  

２ ０  

( 2 ) 電 気 の

有 効 活 用  

・  売 電 量 を 最 大 化 す る た め の

運 転 計 画 に お け る 工 夫 ， 及

び 買 電 量 を 低 減 す る た め の

方 策 に つ い て ， 具 体 的 な 提

６  
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案 が な さ れ て い る か 。  

( 3 ) 維 持 管

理 可 視 化  

・  本 施 設 の 設 備 維 持 管 理 状 況

を 可 視 化 し ， 市 の 担 当 者 と

共 通 認 識 を 図 る た め の 方 法

に つ い て ， 具 体 的 な 提 案 が

な さ れ て い る か 。  

２  

( 4 ) 効 率

性 ・ 安 定 性  

・  効 率 的 な 運 転 計 画 と 必 要 な

職 員 配 置 計 画 を 示 し た 上

で ，要 監 視 基 準 値 の 設 定 ，運

転 等 に 従 事 す る 職 員 の 能 力

向 上 や 事 故 防 止 に 向 け た 教

育 や 研 修 ， 早 期 欠 員 補 充 に

係 る 方 策 に つ い て ， 具 体 的

な 提 案 が な さ れ て い る か 。  

２  

( 5 ) 災 害 対

応  

・  災 害 発 生 時 の 災 害 廃 棄 物 の

受 入 体 制 の 構 築 に つ い て ，

市 の 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 を

踏 ま え た ， 具 体 的 な 提 案 が

な さ れ て い る か 。  

２  

( 6 ) 業 務 改

善  

・  セ ル フ モ ニ タ リ ン グ に よ

る ， 業 務 遂 行 状 況 の 適 切 な

管 理 方 法 及 び 業 務 改 善 の 取

組 み に つ い て ， 具 体 的 な 提

案 が な さ れ て い る か 。  

２  

合 計  ５ ０  

 

  イ  点 数 化 方 法  

 提 案 内 容 に つ い て ，各 項 目 に 関 し て 以 下 に 示 す「 評 価

点 の 付 与 の 考 え 方 」に 基 づ い て 評 価 を 行 い ，評 価 点 を 算

出 し た 。  

 評 価 点 に つ い て は ,各 委 員 の 平 均 点 と し ,小 数 点 以 下

第 ２ 位 を 四 捨 五 入 し た 値 と し た 。  
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表 ２  評 価 点 の 付 与 の 考 え 方  

評 価  評 価 基 準  配 点  

Ａ  
要 求 水 準 を 超 え て 具 体 的 か つ

革 新 的 で 優 れ た 提 案 が あ る  
配 点 ×１ ０ ０ %  

Ｂ  
要 求 水 準 を 超 え て 具 体 的 か つ

優 れ た 提 案 が あ る  
配 点 × ８ ０ %  

Ｃ  
要 求 水 準 を 超 え て 具 体 的 な  

提 案 が あ る  
配 点 × ６ ０ %  

Ｄ  
要 求 水 準 を 超 え た 提 案 が あ る

が ， 具 体 性 に 欠 け る  
配 点 × ４ ０ %  

Ｅ  要 求 水 準 を 満 た す 程 度  配 点 × ２ ０ %  

 

  ウ  総 合 評 価 点 の 算 出 方 法  

 価 格 点 と 非 価 格 要 素 点 か ら ( 1 )に 示 す 算 式 に 基 づ き ，

総 合 評 価 点 を 算 出 し た 。  
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審 査 の 結 果  

 ( 1 )  資 格 審 査  

 資 格 審 査 で は ，本 審 査 の た め の 提 案 等 を 行 う 者 と し て ，

入 札 説 明 書 に 示 す 入 札 参 加 資 格 要 件 を 満 た し ， 適 正 な 資

格 を 有 す る か を 審 査 し た 。  

 ( 2 )  入 札 参 加 者  

 令 和 ５ 年 ５ 月 ２ ６ 日 ま で に １ グ ル ー プ の 申 請 が あ り ，

入 札 参 加 資 格 を 有 す る こ と を 確 認 し た 。  

  

 

 ( 3 )  審 査 結 果  

 入 札 参 加 資 格 を 有 す る １ グ ル ー プ か ら 提 出 さ れ た 入 札

書 類 に つ い て ， ア か ら エ の 審 査 を 行 っ た 。 な お ， 審 査 の

公 平 性 を 確 保 す る た め ， 企 業 名 を 伏 せ ， 柏 市 が 指 定 し た

グ ル ー プ 名 に よ り 審 査 し た 。  

 

  ア  基 礎 審 査  

 提 出 さ れ た 提 案 書 類 に つ い て ， 以 下 を 確 認 し た 。  

( ｱ )  技 術 提 案 書 が 技 術 的 観 点 か ら 見 て 柏 市 の 要 求 す る

水 準 を 満 足 す る 内 容 と 判 断 で き る こ と  

( ｲ )  事 業 計 画 書 が 要 求 水 準 に 即 し て お り ， 事 業 収 支 等

に つ い て 妥 当 性 を 有 し て い る と 判 断 で き る こ と  

( ｳ )  入 札 価 格 が 予 定 価 格 を 上 回 っ て い な い こ と 。ま た ，

工 事 費 ， 運 営 費 に つ い て も ， 費 目 ご と の 価 格 を 上 回

っ て い な い こ と  

  イ  非 価 格 要 素 審 査  

ア の 基 礎 審 査 を 通 過 し た 最 終 審 査 対 象 者 に つ い て ， 選

定 委 員 会 に よ る 非 価 格 要 素 審 査 を 行 い ， 非 価 格 要 素 点 を

決 定 し た 。 非 価 格 要 素 審 査 時 に は ， 最 終 審 査 対 象 者 に よ

る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 及 び 選 定 委 員 か ら の ヒ ア リ ン グ を

実 施 し た 。 審 査 結 果 は ， 表 ３ の と お り で あ る 。  

 

 

入 札 参 加 者  参 加 資 格 の 有 無  
み ど り グ ル ー プ  有  
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表 ３  非 価 格 要 素 点  

評 価 項 目  み ど り グ ル ー プ  

大 項 目  中 項 目  非 価 格 要 素 点  

１ ．共 通  

( 1 )業 務 実 績  １ ． ３  

６ ． １  ( 2 )リ ス ク 管 理  ３ ． ６  

( 3 )地 域 貢 献  １ ． ２  

２ ．  

基 幹 的

設 備 改

良 工 事  

( 1 )安 定 処 理 継 続  ４ ． ０  

１ ２ ． ２  

( 2 )工 程 計 画  １ ． ２  

( 3 )脱 炭 素 化 と 施 設 性 能  ３ ． ６  

( 4 )利 用 者 へ の 配 慮  １ ． ３  

( 5 )先 進 的 設 備 導 入  １ ． ２  

( 6 )近 隣 配 慮  ０ ． ９  

３ ．  

運 転・維

持 管 理  

( 1 )安 定 処 理 継 続  ３ ． ４  

１ ２ ． ２  

( 2 )電 気 の 有 効 活 用  ４ ． ２  

( 3 )維 持 管 理 可 視 化  １ ． ３  

( 4 )効 率 性 ・ 安 定 性  １ ． ２  

( 5 )災 害 対 応  １ ． ０  

( 6 )業 務 改 善  １ ． １  

合 計  ３ ０ ． ５ 点  

 

  ウ  価 格 審 査  

最 終 審 査 対 象 者 の 価 格 提 案 に つ い て ， 落 札 者 決 定 基

準 に よ り 価 格 点 を 算 出 し た 。審 査 結 果 は ，表 ４ の と お り

で あ る 。  

表 ４  価 格 点            

項 目  
入 札 価 格  

予 定 価 格  
み ど り グ ル ー プ  

入 札 価 格  3 3 , 2 9 8 , 4 0 0 , 0 0 0 円  3 3 , 3 5 0 , 0 0 0 , 0 0 0 円  

工 事 費  1 2 , 8 0 0 , 0 0 0 , 0 0 0 円  1 2 , 8 1 0 , 0 0 0 , 0 0 0 円  

運 営 費  2 0 , 4 9 8 , 4 0 0 , 0 0 0 円  2 0 , 5 4 0 , 0 0 0 , 0 0 0 円  

価 格 点  

( 5 0 点 満 点 )  
5 0 . 0 点  

 

※ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 を 除 く  

 

  エ  総 合 評 価  

イ で 決 定 し た 非 価 格 要 素 点 と ウ で 算 出 し た 価 格 点 を

加 算 し て 総 合 評 価 点 を 算 出 し ， 最 優 秀 提 案 者 を 選 定 し

た 。  
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 審 査 結 果 は ， 表 ５ の と お り で あ る 。  

  表 ５  総 合 評 価 点  

区 分  み ど り グ ル ー プ  配 点  

非 価 格 要 素 点  ３ ０ ． ５ 点  ５ ０ 点  

価 格 点  ５ ０ ． ０ 点  ５ ０ 点  

総 合 評 価 点  ８ ０ ． ５ 点  １ ０ ０ 点  

 

オ  最 優 秀 提 案 者 の 選 定  

 選 定 委 員 会 は ， 表 ６ の と お り み ど り グ ル ー プ を 最 優

秀 提 案 者 と し て 選 定 し た 。  

  表 ６  最 優 秀 提 案 者  

 

審 査 講 評  

 ( 1 )  非 価 格 要 素 提 案 に 係 る 講 評  

 非 価 格 要 素 の 各 評 価 項 目 に つ い て ， 提 案 内 容 に 対 す る

評 価 は 以 下 の と お り で あ る 。  

 

評 価 項 目  
評 価  

大 項 目  中 項 目  

１ ．共 通  

( 1 )業 務 実 績  

・  十 分 な 実 績 を 有 し て お り ，

安 定 的 な 処 理 の 継 続 が 期 待

で き る 点 を 評 価 し た 。  

( 2 )リ ス ク 管 理  

・  リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 体 制 を

適 切 に 構 築 し 管 理 す る こ と

で ， リ ス ク 顕 在 化 の 防 止 が

期 待 で き る 点 を 評 価 し た 。  

( 3 )地 域 貢 献  

・  幅 広 く 地 域 に 貢 献 す る た め

の 提 案 が な さ れ て い る 点 を

評 価 し た 。  

２ ．  

基 幹 的

設 備 改

良 工 事  

( 1 )安 定 処 理 継 続  

・  工 事 期 間 及 び 工 事 後 そ れ ぞ

れ に つ い て ， 安 定 的 な 処 理

の 継 続 に 向 け た 具 体 的 な 対

策 が な さ れ て い る 点 を 評 価

し た 。  

 

入 札 参 加 者  み ど り グ ル ー プ  
代 表 企 業  荏 原 環 境 プ ラ ン ト 株 式 会 社  
構 成 企 業  ― （ 単 独 企 業 ）  
協 力 企 業  ― （ 単 独 企 業 ）  
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( 2 )工 程 計 画  

・  施 設 敷 地 の 状 況 や 近 年 の 社

会 情 勢 を 踏 ま え ， 工 程 の 遅

延 を 発 生 さ せ な い た め の 具

体 的 な 対 策 が な さ れ て い る

点 を 評 価 し た 。  

( 3 ) 脱 炭 素 化 と 施

設 性 能  

・  二 酸 化 炭 素 排 出 の 削 減 目 標

達 成 に 向 け ， 詳 細 な 計 画 を

立 案 し ， 実 行 し て い く こ と

を 期 待 し た い 。  

( 4 ) 利 用 者 へ の 配

慮  

・  市 民 に よ る ご み の 持 込 に 支

障 が 出 な い た め の ， 適 切 な

対 策 を 期 待 し た い 。  

( 5 ) 先 進 的 設 備 導

入  

・  安 全 性 の 向 上 及 び 安 定 か つ

効 率 的 な 運 用 に 資 す る 提 案

が な さ れ て い る 点 を 評 価 し

た 。  

( 6 )近 隣 配 慮  

・  騒 音 ・ 粉 じ ん 等 の 低 減 に 向

け た 具 体 的 な 対 策 が な さ れ

て い る 点 を 評 価 し た 。  

３ ．  

運 転・維

持 管 理  

( 1 )安 定 処 理 継 続  

・  確 実 な 運 転 ・ 維 持 管 理 の 実

施 が 期 待 で き る 実 施 体 制 の

他 ， 安 定 処 理 に 影 響 を 及 ぼ

す 可 能 性 の あ る 項 目 を 挙

げ ， 必 要 な 対 策 の 提 案 が な

さ れ て い る 点 を 評 価 し た 。  

( 2 ) 電 気 の 有 効 活

用  

・  売 電 量 の 増 加 及 び 買 電 量 の

低 減 を 実 現 す る た め の 具 体

的 な 提 案 が な さ れ て い る 点

を 評 価 し た 。  

( 3 ) 維 持 管 理 可 視

化  

・  運 転 ・ 維 持 管 理 に 係 る デ ー

タ を 柏 市 と 共 有 す る た め の

具 体 的 な 方 策 の 提 案 が な さ

れ て い る 点 を 評 価 し た 。  

( 4 ) 効 率 性 ・ 安 定

性  

・  人 材 育 成 ・ 能 力 向 上 に つ い

て 具 体 的 提 案 が な さ れ て い

る 点 を 評 価 し た 。  

( 5 )災 害 対 応  

・  豊 富 な 実 績 と 全 国 的 な 体 制

に よ り ， 災 害 発 生 時 の 適 切

な バ ッ ク ア ッ プ と 稼 働 の 継

続 が 期 待 で き る 点 を 評 価 し

た 。  
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( 6 )業 務 改 善  

・  幅 広 い 事 項 に つ い て 業 務 遂

行 状 況 を 確 認 す る 様 式 を 作

成 す る こ と で ， 業 務 改 善 が

期 待 で き る 点 を 評 価 し た 。  

 

 ( 2 )  総 評  

  本 事 業 は ， 稼 働 か ら ３ ２ 年 が 経 過 し た 柏 市 清 掃 工 場 に

つ い て ，今 後 １ ８ 年 間 に わ た り ，安 定 稼 働 を 確 保 し な が ら

本 施 設 を 運 営 し て い く こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。  

 本 事 業 に つ い て ， 総 合 評 価 一 般 競 争 入 札 方 式 に よ り 事

業 者 の 入 札 公 告 を 行 っ た と こ ろ ， 荏 原 環 境 プ ラ ン ト 株 式

会 社 の １ 者 か ら 入 札 書 類 の 提 出 が あ っ た 。  

 当 該 入 札 参 加 者 の 提 案 に つ い て ， 選 定 委 員 会 と し て 厳

正 に 審 査 し た 結 果 ， 要 求 水 準 を 満 足 す る 提 案 が な さ れ ，

豊 富 な 実 績 と 専 門 的 知 識 に 基 づ い た 適 切 な 事 業 の 実 施 が

期 待 で き る 内 容 と な っ て い る と 判 断 し た こ と か ら ， 当 該

入 札 参 加 者 の 提 案 を 最 優 秀 提 案 と し て 選 定 し た 。  

 荏 原 環 境 プ ラ ン ト 株 式 会 社 に お い て は ， 柏 市 が 示 し た

要 求 水 準 に 加 え ， 提 案 書 及 び プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 時 の 質

疑 応 答 の 内 容 を 確 実 に 履 行 す る と と も に ， 柏 市 に お け る

本 事 業 の 重 要 性 を 改 め て 理 解 し た う え で ， 特 に 以 下 の 事

項 へ の 対 応 に 努 め ら れ る こ と を 望 み た い 。  

 

  ア  基 幹 的 設 備 改 良 工 事 期 間 中 は ， 受 入 が 困 難 と な る 一

般 廃 棄 物 量 が 最 小 と な る よ う ， 工 事 工 程 及 び 運 転 工 程

を 計 画 す る こ と 。ま た ，市 民 に よ る ご み の 持 込 に 支 障 が

出 な い よ う 適 切 な 対 策 を 講 じ る こ と 。  

  イ  基 幹 的 設 備 改 良 工 事 の 工 程 に 影 響 を 及 ぼ す 事 象 が 発

生 し た 場 合 は ， 柏 市 へ 早 期 に 報 告 す る こ と 。  

  ウ  事 業 期 間 を 通 じ ， 可 能 な 限 り 地 元 企 業 の 活 用 や 地 元

雇 用 の 促 進 を 図 り ， 地 域 へ の 貢 献 に 努 め る こ と 。  

  エ  近 隣 住 民 に 対 す る 本 事 業 の 説 明 が 必 要 と な る 場 合 に

は ， 柏 市 と 協 力 し て ， 誠 意 あ る 対 応 を 行 う こ と 。  

  オ  処 理 す る ご み 量・ご み 質 を 踏 ま え ，本 施 設 の 発 電 量 を
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最 大 化 し ， 施 設 か ら の 二 酸 化 炭 素 排 出 量 を 低 減 す る 方

策 を 随 時 検 討 す る こ と 。  

  カ  柏 寿 荘 へ の 電 力 及 び 熱 供 給 に つ い て ， 今 後 の 施 設 稼

働 状 況 や 柏 寿 荘 側 の 意 向 も 踏 ま え ， 温 水 の 温 度 設 定 や

蒸 気 の 活 用 等 ， 二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 削 減 に 寄 与 す る よ

う ， よ り 一 層 の エ ネ ル ギ ー の 有 効 活 用 に 努 め る こ と 。  

  キ  本 施 設 で の 創 エ ネ に つ い て ， 今 後 の 社 会 環 境 変 化 や

柏 市 の 環 境 政 策 等 を 踏 ま え ， 可 能 で あ る 場 合 に は 積 極

的 に 施 策 の 提 案 を 行 う こ と 。  

  ク  集 中 豪 雨 へ の 対 応 に つ い て ， 近 年 の 実 績 を 踏 ま え た

災 害 時 対 応 マ ニ ュ ア ル を 事 前 に 整 備 し ， 当 該 マ ニ ュ ア

ル に 基 づ き 適 切 な 対 応 を 行 う こ と 。そ の う え で ，事 業 期

間 中 は ， 集 中 豪 雨 の 発 生 状 況 に 応 じ 随 時 必 要 な 対 応 を

検 討 し ，新 た な 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ る 場 合 に は ，柏 市

と 協 議 す る こ と 。  

  ケ  業 務 改 善 に つ い て は ， 大 き な 問 題 へ 繋 が る 可 能 性 の

あ る 事 象 が 発 生 し た 場 合 ，適 宜 柏 市 へ 報 告 の 上 ，問 題 が

顕 在 化 し な い よ う 適 切 な 対 策 を 講 じ る こ と 。  

  コ  柏 市 の 求 め に 応 じ ， 交 付 金 及 び 補 助 金 が 適 切 に 交 付

さ れ る よ う 協 力 す る こ と 。  

  サ  日 常 点 検 は も と よ り ，施 設 内 の 整 理 ，整 頓 及 び 清 掃 等

を 継 続 的 か つ 着 実 に 実 施 し ， 常 に 清 潔 か つ 健 全 な 状 態

に 保 つ こ と 。  


